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令和５年７月２０日 

平田幼稚園 

園長 田中佳江 

 早いもので、一学期も終わりを迎えました。梅雨明け前の警報級の大雨では、出雲市でも川が氾濫し、

家屋が浸水したところもあったようです。被災された皆様には、心よりお見舞い申しあげます。 

４日には、保育公開・保護者会等にお出かけいただき、ありがとうございました。入園・進級当時か

ら、随分成長した様子をご覧いただけたのではないでしょうか。思い返すと、初めての集団生活で不安

を感じていた子、新しい先生や新しい保育室となり少し戸惑いを感じていた子、新しい名札になったこ

とが嬉しくて張り切っている子、幼稚園で一番年上の組になり意欲満々な子・・・。いろいろな思いを

抱えての４月だったように感じます。少しずつクラスの友達や先生に親しみ、集団生活の約束事やクラ

スでの生活の仕方を覚え、笑顔や笑い声が日に日に増えていきました。全園児活動や遠足、園外保育で

は、いろいろな友達と触れ合い、園内ではできない体験をしました。栽培活動では、普段食べているお

米や野菜がどんな風に育っていくのかを自分の目で確かめたり、水やりや草取りなどのお世話をしない

と大きくならないことを実感したり、お手伝いをしてくださる方がいらっしゃるからこそ立派な野菜が

できることへの感謝の気持ちをもったりしました。『ひらたっこ きらりんまつり』では、企画・準備し

てくださった役員・委員のみなさんと、当日子ども達と一緒に過ごしてくださったおうちの人のおかげ

で、本当に楽しい思い出ができました。各クラスでは、それぞれの年齢の発達と子ども達の興味によっ

て、いろいろな活動が繰り広げられました。そうした遊びの中で、「楽しいな、もっとやってみよう」「こ

れ、何だろう？調べてみよう」「○○電車だよ、のってくださーい」「今度はこんな風にしてみよう。だ

ってね・・・」「○ちゃん、いくよー」「いいよ！」「△くんが、寄せてくれない・・・」「友達と遊ぶと

面白いね」・・・など、いろいろな遊びの面白さを感じたり、気づきや発見をしたり、イメージを沸かせ

たり、自分なりに考えたり、試行錯誤を楽しんだり、友達と関わって遊ぶことで楽しさや時には嫌な思

いも経験したり、それでも友達と一緒にいる楽しさを感じたり・・・。こうした一つ一つの体験や思い

がすべて、一人一人の学びとなっていったと思います。私たち職員は、その一人一人の思いや願いを受

け止め、それぞれ異なる良さを伸ばし、友達やクラスのつな 

がりができていくように援助してきました。一学期にため込 

んだ学びが二学期に更なる成長につながるようにしていきた 

いと思います。 

一学期間、保護者の皆様にはあたたかいご理解とたくさん 

のご協力をいただき、ありがとうございました。二学期、ま 

た元気いっぱいの子ども達に会えるのを楽しみにしています。 

『なつやすみのくらし』をよく読んで、元気で安全に楽しい 

休みをお過ごしください。 
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